
膵 炎 
 

■膵臓はどこにある？（Fig.1） 

 

 上腹部背側（胃のうら側）にある、重さ約 100g の黄色の数の子の様な形態をした臓器

で、膵頭部・膵体部・膵尾部に区分されます。特に体・尾部は、胃の真裏にあるため、胃

内のガス・食物にて、超音波検査が役に立たないことが多々あります。このような場合は、

CT、MRI が有用です。 

 

 



■膵臓はなにをする臓器？（Fig.2） 

 

 ①食物（炭水化物・たんぱく質・脂肪）を消化・分解する消化酵素（膵酵素）を分泌す

る外分泌腺 

 ②血糖を調節するホルモン（インスリン：血糖を下げる、グルカゴン：血糖を上げる）

を分泌する内分泌腺 

 膵臓の病気には、①外分泌腺の病気（炎症・腫瘍）と②内分泌腺の病気（糖尿病・腫瘍）

があります（Fig.3）。 

 

 膵外分泌腺の炎症が膵炎と呼ばれ、よくみられる膵炎の病型として、急性膵炎と慢性膵

炎に区別されます（Fig.4）。また、特殊型として自己免疫性膵炎があります。 



 

 膵炎の原因には、急性および慢性膵炎共に、アルコール性・胆石性・特発性（原因不明）・

その他があります。急性・慢性膵炎で、その原因の頻度は違い、また男女差がみられます

（Fig.5、Fig.6）。胆石が原因の膵炎は、総胆管を降下してきた胆石が、総胆管と膵管が合

流した共通管部（Fig.7a、Fig.7b）に嵌頓して（はまり込んで）、膵液の十二指腸への流出

が停滞し、膵炎を発症します。この場合は、胆汁の流出も停滞し、黄疸も呈します。その

他に、脂質異常症（中性脂肪の異常高値：1000mg/dl 以上）も含まれます。 



 

 



 
■急性膵炎 

 種々の原因により膵酵素が活性化され、膵組織を自己消化するだけではなく、周囲臓器

にまで影響を及ぼす多種多様な病態です。 

 種々の症状（Fig.8）・臨床所見（Fig.9）・検査所見（Fig.10）・腹部 CT 所見（Fig.11、

Fig.12）にて、診断（Fig.13）は比較的容易ですが、重症度（Fig.14）に応じて、治療法

は大きく異なってきます（Fig.15）。重症例では、全身管理が必要で、集中治療が可能な施

設への転送が、救命治療のため、必須です。 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 年間約 6万人が罹患し、その内、約 80%は早期の治療にて予後は良好ですが、約 20%

は重症化し、その約 10%は死亡するとも云われています。慢性膵炎の急性憎悪は、急性膵

炎に含まれ、その診断・対応も同様です。 

 

■慢性膵炎 

 急性膵炎の原因と同様、アルコール多飲・胆石などにより、膵実質に線維化・石灰化な

どの不可逆性の変性を来たし、膵内分泌および膵外分泌機能の低下を伴う病態です。 

 慢性膵炎の患者数は、全国で約 47,000 人で、人口 10 万人あたり 37 人です。男性に

多く、女性の約 2.5 倍の頻度です。アルコール性慢性膵炎では、毎日、純アルコールとし

て 90g（日本酒 3 合、ビール 2 リットル、25 度焼酎 2 合）以上の飲酒を 10～20 年間

で、慢性膵炎の臨床経過をたどります（Fig.16）。 

 

 消化不良や糖尿病等の症状が現れる前までは、初発症状として種々の症状（Fig.17）が

見られますが、典型的な症状として、持続する特徴的な上腹部痛～腰背部痛（Fig.18）が

みられます。 



 



 臨床診断として、特徴的な画像所見（膵石灰化像、膵管不整像 Fig.19 など）や症状・

検査所見・飲酒歴などにより、診断されます（Fig.20）。膵機能低下として、糖尿病および

消化吸収不良が見られ、その障害程度および腹痛の程度により、代償期・移行期・非代償

期の 3病期に大別され、その各々の時期に対する治療方針があります（Fig.21）。器質的合

併症として、膵石、膵仮性嚢胞、膵がん、総胆管狭窄・十二指腸狭窄、消化性潰瘍などが

見られます（Fig.22）。慢性膵炎は、膵がん発症に関して、4～8 倍の危険率がありますの

で、超音波検査やCT にて、定期的な経過観察が必要です。 





 

 治療は、内科的保存的治療が基本となりますが、種々の合併症が見られた場合は、各々

に対する追加治療も必要となってきます（Fig.23）。また、慢性膵炎患者の日常生活の注意

点も多々あります（Fig.24）。 
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